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外 園 文 献
慢性骨瞳炎J療法 (Lud咋 Mo叫。wicz.Hehauc 
W。192甘83.,1226.) 
骨髄炎ノ；如F日常寄人ノ遭遇スル疾患 J既ユ幾多ノ：犬家ユヨ Yテ諭セラ νタ後デ、其療法ノ虫nキ屯明
デ主tノ治療方針毛確立サνテ居Jν ト信it＇ラ νテ舟yν。然宅吾人戸外来ニ幾多ノ再：後ニ悩メ fレ患者ヲ見 Jレ
Jデアル。邸チ先'Y.~久 VF潟布ヲ施サレタル後、／］、切開デ潤iJ鼻血是ヲ排出v、凄孔ヨりi字離腐骨}l-7取
nwタ9等Vテ居yレウチユX線像デ多数ノ！商骨ヲ有スル骨病筒力会アル毒r;1i·~当j h 炭F病鐙ヲ関キ清掃サ






骨）＇，－ ( Knocheuspuuge〕ず連ヰテ屑JレA態ユ泡苧ナカYタ。然）＼／ニヨノ残部ヨ事 Vテ腔骨ρ金グ再生V
完全ユ治癒ミ／担。





係ノ位置ユア Jレカラ骨ノ健康部 7犠牲ニ供Vテ直接骨膜 1、骨飲損部トヲ密接ニスル。ョノ i~ ニハ濁？？？骨
陛壁ノ一部ヲ去yレ事テ充分デア1＼／。旦場合ニヨ ';Jテρ 骨膜片（Periostschluuch〕ノミず残νJレ場合ニ宅ジ
ョ ν ヨり骨再生ヲ望ミ符ル司ゎ、富~J物質珍及ピ鞍lfl・ノ経験ヨリ γ テ明デアル。ヨノ場合腔骨ノ、多円隣接骨
ノ；おユ残部ノ骨片ノ位置71£F保チ符1レず然ラザル揚合ニ著者ρ鉄骨製ノ回定装置亨使用Vヨレニ有?l:
「ギプスJ紛帯ヲ施ス。ヨ戸川 5-5 週後X線検査ノ後除去スル。夏ニ主主νデ骨膜nーモナイ揚合ニ円座’~·
己於テ ρ排骨ノ 1片ヲ血管ヲ附着Vタマ、飲損部ニ使用スルノテアJレ。ヵ、 yレ便宜ノナイ場合ρイt股創
治癒経泡中ノ；鹿蛍ナ時機ユ骨移植ヲ行ブベキデア 1＼／。
叉別ナ考h カラ dieHeiluug der Knocheuwuuden uuter dem ferchteu Blutschorf r.ach f:chede.ナ
）＼／方法ずプル。ョ νm骨歓損部ヲ血液デil両タ Vテ賢夕方法？結局ノ、周閏ノ軟部組織ヨリ扱痕デ填充ス 1¥/
J デアルカラ、有玄筋肉片又ρ脂肪片ヲ用フルノグ便利デアル。然ミ／他ノ物質伊u~ バ「ギプスJ「ゴム」、
「罰ードホルム淘lj_J毒事ヲ用フルノ ρ不可デア pレ。 （紳部）
脊椎友ビ薦骨J慢性化膿性骨髄炎z就テ 〔PaulRadt, Ober ch間的heOsteomyelitis 













古文ユ「マラリヤJ症ニヨル毛ノ l、考A 「ヒニ Y」療法ア行クタヵ・、務病後 7 ク月 ~I ニ、股関節＝、 m曲強
直7起o;,d)b-月日ニ、左腸骨後上車車部ニ、漣録(AA及黄金色葡萄鉄球IP＇続発V得夕、股蕩ヵ・生~~。之
ι ヨ明腰椎化膿性骨髄炎デア 1レ干知νタ -Ji・、既ユ時期遅p 、~病後9 ヶ刃日ニ念性腹膜炎ノ症llJ: ヲ起V
死亡Vタ。
昔日検所見。第 ι－5 股・椎ニ消滅性骨髄炎アリテ、同fi)f ヨ官、流注勝筋力。、腹膜後方組織ユ生~、該所
ノ刺t忽ニ炎症及ピ慶治泣ヲ起サミ〆メ、途ニ腹腔内ユ破ν9股性腺膜炎ヲ起ミ／死亡毛／担。
~2 例〕 4i歳ノ女子。 34歳ニ肺炎ニ犯サル。












ノ！艶イレ、アアタ jt、骨盤降内ニ宅下肢エ屯血栓ρ オロカ、血管壁ノH巴厚毛la見UJ来ナカ yタ。





潰蕩疾患z於ケル！~.c9~上氏現象＝就テ (S人 W側ra,Die Be仇ulungdes Balint 
schen Phanomens bei Ulcusleiden, K. ¥V. 39. Septemhcr 1!<2り〕
192ヨ年 Balint氏円前協疾患ノ髄質的要悶ハヨJf＜］］ノ患者ノー組級71'＼持活ノ人ノヨ 7 宅ヨ明酸性ノ~
E佐7有スルヨトテアJν1、云 n定＇；／~主表シタ。
B氏ρZl!腹時ノ感、者ノ静脈内ニ71'¥"'Jli溶液ヲ注射さ／、注射前 2時llH，注射2時間後ノ尿ノ Pa勤務
酸度 l、ア 〉主張ジ タ。結果，、尿j1＂大;;z~ ＇ア Jレカリ J性ニナ：？ )/. -Ji＇、首~fJJ；忠、者ノ場合：：..－＇、標準者ニ比V共ノ義
i＇進カニ少カ ':l)/. 0 著者ノ行h yレ同'ft験ノ成績毛亦B氏ず主政ジ担所羽B氏w.象、 l!DチIf1曹ノ注射後、
外 園 交 献 rn7 
潰蕩患者？”戸、 ;J）尿ノ PHJ、「アルカリ」性ニ診悶IJ'/ ）－ イカ或ρ 反謝デアYタ。 BJ、ョノ事'.If＼カヲ組織
内ニ重1!J'h•留置：；；« H鰐v、ヨノ故エ組織Y酸性皮膝デプルコトグ詮サνJν トVBノデアクタ。併ジヨ
ノ結論ヲ b尋問ス前ニ、 fitノ酸度ノ差エ幾何ノ侃Yアラウカ。尿ノ険度ユヨクテ、注入ジタ「アルカリ」
ノ纏内エ~19 』夜景 l、韓外ニ出タ泣トヲ決スルヨト ρ出来ヌ。血衆中ノ「アルカリ」量ヲ測yレナヲバ筒軍ニ
知習符0 ＂＂ノタメニ Van Slyke ) Alkalireserve (A. R.〕ヲ準機1、ス。著者ρA.R.ノ稽加ヲ認メタc
併号／潰擦患者デ注入'l，？.＜「アルカ lJ.J-J1•比較的早F血衆カラ消失スルヨト川見 ·；l、同患者ノ組織j1＇ 「アル








(1）ニ就テ見1/ユ Veilニヨルト尿ノ PHJ、Alkalireserveニ左右サ VJν1、云7、併v同一患者デ血
液ノ PR'h＇一様デ宅尿ノ酸度ρ種々ニナル事7見yレ故ュ、尿ノ PHJ、血液ノ Puノミニ支間サ νルノ
デナイョ 1、ヲ考九'llAo
Veil等ノ「ヂ苧タ習 λ.J）末梢作用ノ報告ヲ見yν ト、「ヂ苧夕、｝スJ服用ノ影饗デ Alkalireserve J掻
イ噌加ji'アq、血液ノ「アルカリ」性毛噌VタY一方大望号強イ酸性尿'h'Hlタ。 I.ヨノ時二胃ノ斑酸分泌増
1Jh .nli.~.!i ノ減少、胃腸ノ緊張場加等現ρν、コ ν等カラ「ヂギ，？.＜ ~ ス」ユヨル迷走紳経ノ昂奮力。推定サν




























バセドウ氏病ノ照射療法 (H, Rahm. Operation oder Jlestral加 g beim Morbus B蹴 dow
Bruns’Beitr. z.klin. Chirurgie am 11 September 1929〕
，~＂＂ r－民病＝草野ミ／テ手術的療法ヲトルカ、放射的療法ヲ 1、か：カユ付テノ意見山今日倫非常ユマチ守
ザー デア断。
名アル臨床翼民ず之ν ニ ltJ'V デ色々異ナ p タ意見ヲ迷ペデ府1ν71•j;t ニ多グノ人々角。此ノ所置ユ付デ戸非
常ニ迷p テ府 •t＇様デアル、然V此ノ所置如何ρ直接J患者ノ生命ユ閥スル事ヂプ pν カヲ我ノヤノ、須ラ F此ノ
図迷カラ脱出セヰバナラナイ。然ミ／此ノ解決ヲ参考書ニ求メント Vデ宅或者戸手術的療法ヲ主張V叉或
戸放身、j的療法ヲ主張ミノ結局参考書ニヨ甲完全？結論ニ到達スル事ρ不一可能デアル。







ヨツブル氏ニヨル l、彼y，＞・、初メ 6.7 96後ニ 3.496。著者ノ所ノ統計ニヨ νH死亡i!fl11.2 96アメリカJ
メイ司氏ハ 0.82乃至 0.89ノ：数字ヲ示Vテ磨断。
然V色今ノ J統計ノ、ァy デ毛之V ユ J患者個ヤノ容態ユ P-1 デノ詳細ナ設明 :11• ナイカラヨノ数字ノミヲ見
デ手術ノ死亡率7云々スル事ρ 出来｝ー ィ、ヨノ！結ニ閥ジデノ、 Tracll氏ノ報告コ yf買値ノ大ナyν毛ノデ、
彼νρ彼νノ手術例ヲ基本的代謝機能ノ剛氏ニナラペヨノ基本的代謝機能ゴ Y手術ノ致後ユ大ナ JV聞係
ずアル、 12Pヨノ基本的代謝機能力w高T JVニツ vテ死亡率屯非常ユ高司断、ヨノ際「ヨードJヲ用己テ基本
的代謝機能ヲ 30.o0迄ユ下ゲル事力喚問来νバ軍最後毛非常昌司グナルト云クテヲル。











ヨたニ放射療法：.pイテ見yレニ放射療法毛決Vテ危険ナミ／トハ云h :)・-! 0 死因ノ大部分ρ 甲A)lil機能充
タト 問 文 il武 1;9 
jfiデ又一部ρ喉頭傷寄デア前、然v?JJ論之νノミテ岡山ナィ。
著者P今日迄ニHセドー氏病ユ針λ ／I/放皇.J療法ノ死亡率ヲ百分率ニ示ジタ毛ノヲーYダケ見担、邸之
νハノ U守エ四 JScbaldemoseト Fenger岡氏J報告ニヨル弔ノデアYテ、之vエヨ Jレト、純内科的
ュg{迎 'V~Iν 毛ノノ死亡率 39.4 %放射療法＝ヨル死亡率 1.5.6%デ著者Ji依験ジタ放射療法ノ死亡率ハ









ゲデ居断、外科贋ノ方デ毛卵、乃至95~＂例外ト V テ 96% ノ金治率ヲアグテ馬断人宅アル。
著者ノ経験ユヨ司会治6996＞、非常ニヨダナリ 'i~； ρ多少ヨグナ明 7% ニ ρ効果Yナカ ~!;Z 、色々ノ i統















l" .J 療法屯「メス..J7J~·手ユ持：Y テノミ行戸jν ベキ毛ノデア，ν。
以上ニヨリ手術的療法 :ti•＇放射療法ヨヲ優ア テ居yレト断定スルノデア Jν。
玄線像z於ケル勝目先挿入「カテーテルJ｝位置：.就テ 〔l¥JaxBurger，日eI咋 edes 












テ 1＼ノJ ヲ挿入ミノ勝脱，－ 10%ノ「プロームナ干リウム」溶液百二十銘7充v、之ノ ~JI！«液約20話ノ排出ニ
際V 「カデーテル」ヲ引戻毛／、液排閃ノ’I’Jl:スルニ"Jf<._ピテ止ミ、次ニ「カテーテ 1¥1J 7進メ再ピ液J流
出スルニ到yν迄行ブ時ρ 「カテーテル」ノ限ノ位置t7確定：；；q.号。之ノ際膨脱ハ「プロームナト 9守ム」
浴液百銘7以テ充サル。此ノ位置エ於テ「カテーテルJ ヲ一時1&ギ「νントグンJJm射ヲ行也、次ニ：H
照波ノ完全排出後空虚ナJレ跨脈ノ二度目ノ「νユノトグ，，J 照射ヲ行7。10%ノ「プロー A ナトリウ A」博




液完全排出後ノ甥虚ナル勝脱ノ、「：カテーテルJ 1、 勝脱内 ll;J~ ト接鯛ス Jレず故ニヱヱヱど氏「；カテ』テ Jl/J 
J、留置「カテーテル」ト Vアノ、粘膜ノ刺戟トナJνコト多キタメ本質的エ土ヱ土三氏「カテーテル」ず膨
νテヨリ多 ~JM ヒラ JI/ ft/所以ナリ。
周三J、「カテ F テダ」JE艮が~:lt:'.f.：辛 7 ；；＞ テ内尿道口ノ上都ニ ＇；｛£1レニ拘ラメ充満サ ν 担，，，zmrn液ノ i約中央
総＝夜、メヲレ、γ如キ興味アル事貧ヲ示スモノニVテ周五・大ノ骨盤雨続断蔚ニ於テ明カナ官。即チ内尿
逃口角惨事質勝目是ノ最低黙干 Vテ謹明サyν 、ニ非フ：主／テ寧ロ初メヨ宮腹方ユ於テ膨E左前壁ず膨E走路ノ：最低
慰ナルグタメナリ、国入・九ユ示ス如l7~担虚ナル膨脱’1・ュ於テ正確ユ横九 ラ v ~ Jl/ >i・ラトy氏「：カテ F テ
2レJ ノ尖端ρ仰臥セル患者ニ在リテ ρ恥骨縫際上約ー横指ヲ越z、立f立ニ在唱テ ρ恥骨縫際上三分ノー
ノ後部ニ見ラル。之epチ「jJテーテダJ ，.、横位ユ於テ立fすニ於クルヨ明，j、，骨盤tj• ニ突入ス、之ノ；幻像投




ヲ資ヲス毛ノナザ トノ結論ニ到達ス、以上ニ依曹以下ノ結論ヲ奥A 符、 flpチ
1. 留置「カテーテルJ トVデノ、土Z上三氏「カテーテル」ヲ選ブ・0
2. 内尿道口 ρ勝Jj)I: ノ最低部ニ非~IV ヨトヲ草壁ス。
3・普通用ヒラ断、内尿滋口ノ；事政スル勝銑ノ解制的断而像，、疑毛ナ l7rνントゲ＆〆J検査ユ依Hf’
Jレ像ニ比較ミノ引寄セヲル、ョトナキヲ了解V'~号。 （麻生〉
腎孟照射媒質トシテJ「カンじオドール」乳剤z就テ（MorkA. Glaser and Adalp A, 




イヒ療薬品ヲ診断方市ニ用℃タ JJ、之旦二空： -J1• 「バリウム食J「ピスムス食」ヲ WHI:.谷検査二使用ジ~zfl: 










H2 日本外科賓画 第七 4警 官事ー撚
成功るイタコ
然ジ此謬耳元銀化合物ハヨ~v ~ 腎臓ヲ損傷スルト云Y テ非難サレ担ノデア炉、 f!P チ此ノ時代エハ銀栓塞
孟ヨリ腎臓ヲ筈V且其ノみカノ担メ．也者ヲジテ死＝至ヲミ／メ担ナド多主主ノ例ずアゲラ νテヲル。
其ノ後パーリ ＞＇ Iν 少ポヲノ、｝ヒテ y ペ 1Vt~ニヨ V ~＊ ti＂月1t ヲ ν ~'fl"何 ν 屯不成功ニ終ツタノデ
アル。
HHS年カメロ y h 『J、ロゲン堕.1（「沃度ナリウム」「プロムナトリ守ム」〕ヲ使用ジテ腎孟照射7始メ割。
カメロ ：／>' r沃度ナト Vウム_J7披海スルユ其蒜カノ悠少ナル車、粘a膜エ針V無刺戟性ナル星野、尿ト
合ジテ沈波ヲ作ヲザル事、且粘調度ρ蒸潟水ユ比，，， 1也ユ大ナル司）：~； 7 以テ i"/？＜。其ノ後旦主三工二 J、夏
エ之ユ~ヨp研究セル}jlf ニョ ν;r{ 12.5~6 l 「沃度ナト VV ム」 ρ使用ユ際':I~毛適蛍ナ’ F断言V ＇~ ノデ
71Vo 
f/.{V Y Vエ屯閥ラメ腎検尿管粘膜ヲ刺戟γ.U疹痛不快ヲ来む易F疹痛司（： ""1{ Vバ病痛様ナル司iti•アル
1921年ニ 7j; ν スティー，v ~f .＞、沃度治州ノ使用 7~査表ミノ夕、彼ノ研究ノ i結果彼ρ伺陛照射ユ舘ツテρ
嬰粟3町出「リピj;f-11/_Jず最適予アル 1、：i:.!JUv ＜夕、近年ユ於テ ρ此ノ「リピオド－ 1〆_J71＂腎孟照射ユ
用ラ νbテヲ Jレ。
中根市，，経系統ニ於テ脊髄隠密及ピ麟主主照射が此ノ「リヒオドール aユヨ明行ρV』レ様ニナYテカラハ
更手 7ヲ少エール竺三二主竺空宇ノ、沃皮Z宮穏泊ナル毛ノヲ調製ジ此ヲ「カ ンピメー ドー Fレ」ト名ヅケタ。
私か此民主主新腎孟照射媒質トジテ御紹介スyνJJ、此「カ〆ヒオドールJ学L剤デアル。
一般ニ元素ノ技彫能力ρ共原子量、比窓ニヨリ、~加スル毛ノデア 1レ 、発ヅ；［）.［~ （原子:J;l:107.7)7以デ
最高 トナ γ戸勺高償ナ原子長ニ1-J- ':I うで ρ投影能力ρ却テ減7'.1レ屯ノデア断。此川物質ニヨリ~ツテヲル・
!Y(J!Jc限界ア有スグ「スベグ干 Jレ」吸収線ノmユ起因スル毛ノデアル。「νントゲン線」ノ吸牧苦；・3、悶子ハ
物質ノ化合ノ割合、比重、濃度、浮遊物デア断。
此~fji ニ Y キヨたノ十三 J元素Y研究サ ν テ ヲ，ν。









此彪ニ周 7Iレ！Jl干yテノ＇rrn1b.J :If'最適トサレテ 71レ0 fl_；ミジ此トテ毛必n妹版注射ニヨワテノ、着UF刺戟
性ノアル毛ノデ菜種油ニ於テ妨メテ完全ナル屯ノデアル。
来続l~I J、阪P食用、工業用ニ提供ザνテアル屯ノデアル jf＂比重、 O.!l14f'/.i概度望書氏 .100＇皮 ＝ 11~ テ 250.
齢化的 167-178. ナル制。賓ヲ有スルセノテ沃度1、結ピクキ「ずンピオ ド寸断J’1、子宮致色J古u州トナ
Jν。・ー
此川光、熱放射線ニ騒守技彫カア有λJν宅ノデ等性位t少デアル。然主／ナヵ・ラ此ノ「：YYピオド－ 1i・J 
泊朔u，＞、 tHfRJ度高グ又水干ノi昆辛口性ニ乏ジキ気筒腎·~照射z銘·y テノ、不充分デアh 共ヂ批ノニY ノ飲！！／；
7有百円，.r :vテ「カ Y ピオドー Jレ」学l州ナル宅 l1f'lil；$タノデアル、此ハ字L列j材料トヤテρ 「卵ア,IVプ
3 ;/ .J「Il」「アカシヤ.J~宇ずアルカ・「アカシヤJ .＞、最毛ヨ F 「ア方むヤJ it'< 1、決炭！il朔IJl、7等分ニt昆＂＇
l屯ノデプル。
9ト 図 文 献 14.3 
臨床的ニρ沃度泊舟U＞・、適蛍ナル投影 7:J・スモ此等ρ非常ニ粘狗皮高キ1$ユ7-.7-yレl!'1カヲ要ユルEメ特











丹毒Jレントゲン療法 (Carl Fried. Die Ron1gentherapie des Erysipelas. Strah1en the-
四 pie,Dd出 Bft.4 S. G'i3.) 
著者ρ42例ノ丹毒患者ニ於デVY］、ゲン照射ア試ミ、其1f12-f90＞、照射後24乃至48時間デ櫨温ノ降下、
皮膚ノ2示唆ノ減退ヲ来三／、 12例ノ、 3乃至4日デ同様ノ結果ヲ得31lJ , lWづ－ so.;-;90 .＝：.於テ好結果ア符、他
山怠著ノ；本来ノ疾病ニ干、或J、肺炎ヲ起三／、或ノ、初ヨ官一般z丈－態yJνグ死1ごミ／タ宅ノ屯アリ、官百毛コ ν
ラノ怠者J、齢何ν毛
ノ、何 ν宅大同tl、異＝テ、~ス Jレニ νy トゲ ν照射ニヨル悪結果ハナイ 1、言ツテアル。
照射法ρ大慣次ノ i様ニ主Eペテヲル。 ~fl チー照射域ユノ、 120r-200r ア使用 v、ー照射域ノ J照射ア足市
場合ニ ＞＇ 160r-200rヲ使用v、照射域;1＂多グ或照射域ノJ!百事Ht・次J照射竣ノ照身、Jl、重複スル様ナ場合、
又足ナドデ府側及ピ伸側ヨリ照射スル場合ニρ120rア使用スルo%'.R匹、日OKV-160K＼＇デ 4ー 雪mA
Eフィルデ pレ.J＞＂、 0ふmnZnヵ、 0.:JmmCtt十1.ommAI 7用ヒ、！照射JI［隊内短グテ差支ナ伊、大寺ナ庇i





倫大概照射ρ一回デ足h 又 2回乃而・3回ノ照射ヲスルモ注文ナグ、照射ノ！？日隙門店欣如何ニヨ H決
定スル毛ノデ勿論一間ノ JlltMニテ良好ニ向 7様ナ場合戸内照射7~セメ、一回ニテ下熱セメ熱上 l)j,'tfj_
消退ナグム Vロ搬大スル様ナ場合ニノ、直チニrl照射ヲナv、照射ノ間隔ρ少グ 1、宅24時間ヲ必要トスル。
著者ρ3乃至4riノ後再照射ヲセ官。（根本）
十年間臆成形手荷何回自dt.ZehゆhreSelmenphstik Archi1・ f. o仙.n. Unfall出 r,~7 Hd 





ニ頭股筋長頭及t:'j£1(1側府筋7Jt 7 0 j£1(1府筋ニテノ、牛腹様筋ρソノ筋質血管ヲ傷害スルコトナ F主宰易
＝分離V符ルタメ最適常デアル。手術ρ 他ノ艇移植ト同様ュ「エーテルJ 麻酔ニテ血液遁H.lヲ行じテ行
l・lA 口木外科目賓 l盈 第七容 第一般
76 二rm股Jj)j長政ヲ分離＇／ Y ノ腿ヲ軟骨R ト共ニ即i・骨ヨワ ρ~ l) ~、 l:ll::S長符ダウ筋質 71員五三ナイ稼ニヤ





お民ヲトリ J1R骨ノ位置ヲ明ニス。限骨ヨ官底内方ニタミ前方ナル侠~f骨片ヲ 1、q、縦軸 7誓沼ノ位置二
持チ＊ λ。骨・）1・切除手術後3~月ユジテ舵移植ヲ行 7o 移秘スベキ筋干 Vテノ、長)lJf骨筋及ピ長仲扱筋力・
設毛ヨイ。時二戸前経骨筋ヲ用 71レゴトアリ。長排骨筋及ぜアキνス腿7分離ジ長俳骨筋舵ヲ「アキν







仲抑筋ノ！躍及ピ筋腹ヲ分離v、ツノ舵7長JI!！＇骨筋ノ附着部ニ縫 b:? 7' JV。「ギプス_Ji崩幣ヲ膝上古~1....デ行
b、整復サν主位置ニ約3週間間；tジ次デT Yサーミク及ピ練習チ行7。
4. 鹿骨f坊麻痔。
~~宇佐不全扇苧／＇£2え t•局手足ニ於テノ、 l有初足ニ於yレ 1、同様ニト分室長E形整復ヲ行t ~ Jレ後腿移植7行7
ピーザyレスキーノ臆交換i.tヲ利用7.。力供給者トミ／テ長f申栂筋或戸長肱骨筋ヲ利用ス。「ギプスJ図定ハ
：よ諮問、 .： ：？ サーヂ及ピ練習7行 ρ 毛／ム。
[, M))i.痔性空洞~崎}.E,及ビ尖足
十分ノ範問ニ移植サ νVニカ、 ρ ラメ麻舛（~おノ張犬猫存在 t lレ毛ノη
日会f申筋ノ手術的1~f！えノ i紡泉川14人ノ手術後検査ニ＊ 3< 患者ノ，，，非常ニ良好ナル章J'i泉ノ屯ノ 4人良好テ
事 γ 毛ノ 4人tW チ各 28Ji？九効果ナカ :Y タ宅ノ 4：；？~デア yレ。




目日叫f性J~Zf£足）：場合ρ9 人ノ •I ，、 ；W官fニ良好 ）· Iレ毛ノ 4人44?6良好ナル屯ノ 3人33?6、効果ナキ毛ノ 2
人lW手22'}6ナリ。
F際局E性空i同時足ノ；場合 3 人ノ •I•.ilfi'lii‘ニ良好ナル毛ノ 1 入、良好ナル毛ノ 3 入、コ ν 戸田i：診植ノ！Jl'JJ!(\l、ジ
テ稀νナJレ宅ノデ空洞1'fkl崎足ノ純度ノ宅ノデ円盤復7行＼：：.),;: JI/後長官11拐：~あノ第一瞬骨へノ移杭ヲ行7。
約3週間学プス回定ヲ行t-z：？サーヂ、練習ヲ行7。
著者ρ上ノ ；） ；）＞ ユノキ14ノ臨床例7拐ゲテヲル。
191G-1925年間ニ上越ノ如キ手術ヲ行tJCyレ1!.1者ソ、 i.[1ユ毛／デ手術後診祭ニ来νJレ屯ノ49J!.[Jチ35労ヂ
アJI/。手術ノ結果ユ閥ジテノ、次ノ虫flF分隊三／ウル干云タテヲ Jレ。
1. 豚fif4i!Jii ニ関スルjffifil)Jρ普通ノ続開ニテ l1W'.l't ニナむ~~｝、非官fニ Y グカニ制限サ ν テ 71レノヲ示ス。
移植サνv銀j，、麻；＊筋ノ作用 7＇，己主モニ 1:!！党三ift!Iヲノド中；1-：ヲアラ ρ サメ。
効果ナヨI''1.:ノ1入（＇.[Jチ20,1〕！り（）弓ナリ。
タト 凶 ？ヨ句’P〈 鼠t ll九
要スyνユ膝例i筋蹴fq＇：ノ際ノ、ニy7fitl筋／il＊＇νナラバ、牛腹様筋7J<.ピ二頭股筋長l!1'i7力供給者 Kraft-
spen(lcr.トVテトpνペキデアyν。肱徳性釣足ノ袋合ノ、一般ニ先グ股骨ヨ事艇決ニ骨・)j・ヲトヲテ後、脱移





(Thomas l¥Tartin. Resection of the proximal duodenum and pylοric sphincter for multiple duocle-
nalnlcers, Annals of Surgery July, i：；、2J.No. 1.) 
1924年7月7日十二指腸潰泌’ニJJVテブイユノニイノw：乃成形術ヲ行アニ1.＼・リ前壁ユ硯キ潰修ノア pレタト
ニ後壁ユモ大ナ yレ硬ヨキ潰疹アルヲ~l見毛ノ夕、 Y ノーヲ除去p他ヲ残ス＊ノ無益 7思じ十二指腸ヲ完全ニ分
荷ID'lyノ上端 1.5＂~・ 7切除γテ前後雨壁ノ潰w; 7JJX去~夕、幽門ロノ閲キヲ充分ナラ V ム yνEニ幽門潔
7合ム胃msー 吋ヲ同時ニ切除V End-to-End An田tomoscヲ行クテ手術ヲ終ツ夕、ヨノ患者ハ接ゲ超過
良好デ爾後腸疾患 7起ジタ '!J~ji·アワマセν。
前壁ニすイテ只ークノ滋1#.E ノ ：穿ス WR~＇ ~、ヂア 9 1" ノ方法力。最良ト考九ラ νJν。ず否ー々ノ；経験 ノ」増加ユ
9V多~性十二指腸潰筋力・ジバミノバ存ス Jレ寄付’分クタ。主主とjシ、手術ヲ行ツタ十二指腸讃疹 4901 例
’，，多後性~耳z，、 0.71%デアアタト漣ペテアル7，·寄与ノ場合ニ於デ ノ、彼ニ比三／少数デρア pνず進カユ高五十2
7示Vテア断、 1927-1928年ユ手術ヲ行ク J,;z50例中321日ti＞、胃腸l吻合7行ヒ、十二指腸ρ 関カナカグ担ソ
ジテ只ーケノ波誠ず診断サνタノミデアY夕、十二指腸l笹7淑然ジタH例中 7-f9j印チ50%＞、後皇室ニ互iV
mi虜7後見毛／、 2例ニ於テ ρ多数ノi病起草YアY!fl。ソノ 1例 ノ、4ヶ、｛也J、5ヶノ潰筋力・アタタハ今日デ
ノ、可能ナル場合ニノ、多!lit性十二指腸潰場ニ劃ジテ常二女flメニ述べ担方法ヲ行グテヲ ！Vo
否々 ρョノ方法デ 3 回手術 7行じ皆完全ュ、永久的治癒 7 ナ V夕、コノ Wf.~依復ρ級順調デ胃腸吻合、
百切除等ニ比ジテ術後ノl支惚毛板少ナグ又危険宅少ナイ。
多グノ人特ユ敏洲ニ於テ十二指腸潰妨ニJJ'lテ僚キ胃切除Y嶋，.， 7νテヲ Jレ力。持切除ρ 少 lJl、毛 6-




ィ、屯 シ再E査ミ／テ毛胃腸l吻合後ノ胃2えピ空腸ニ亙pν潰務ニ~Jジデ ノ、阪~胃切除ヲ姿ス pνノず一般デア JV
j（幽門成形術ノ後ニオイテ山間賜吻合ヲ毛Yテf苛保存的ユ取扱Eニ符1/毛ノデアJν。
トニカグ腎及ピ空腸ニ豆Jレil'I務（gastrojejunalulcus）ρ 可ナリ VNジバ起リテ図革Eナ問題ヲ引起ス、ヨ
ノ合併；長 ヲ遜クル1~ ノミエデ毛主Y際的ニ胃腸I吻合ニ fl:; 習得JV方法アラメ外手~’a ＞、平等 Yデ之7受入νJνデ
アラ守。
之~ノ！勤デ幽門成形街角。数迎サ νアメJlY. .：：.於テ戸、 2-i三土主主主主主こと三と主氏等ノ指導ユ
ヨリ胃腸吻合ノfl;ニ出来Jレ夕、ケ上記ノ手術力。行ρνyνニ至クタ。
近事長スベ テ十二指腸潰主義ニ針ジ テ、大Vデ無視ナグ Vテ吻合v1l~·リレ際ユハヨノ先述ノ幽門成形術ヲ行
ウテ 7 断、多~性或ノ、後壁/tt)M ノア Jν所ソノ潰疹ヲ毛 Y テヲ 1i’十二指腸部ヲ切除ス JV ノデアル。一般＝
十二指腸ハ十分診動性ノ毛ノデ上記ノ方法テ容易ニ幽門成形術ヲ行じ符Jν毛ノデプJレず古寺償協ノ；鈴メ
ノ狭窄ヤ急性炎症ノ 1:.t浮！限強 1)1吻合力不'1:. ナ場合、 2えピ不動性十二指腸l'i{S ニ ii'u;,5 ノアル場合~＇ユ円筒胃
腸吻合力優アテ 7Jレ。





健常ノj決態ユア官手術ヲ行ρ ナイ患者トノ主ナJV差ρ特・有ナ Jレブ＇1vプス（Bulbus）ノ陰影グ依除Vテ71' 
J ミデア断、手術ユヨ甲完全ニ幽門草~7切除ジテ V Y ｝ゲyデ見 Jレト倣カ乍ラ括約筋傑il!IWW見ラνJν、
多分幽門 7切除ミ／ タ後ニヨノ部分ノ竣j伏筋繊維11·~主主ジテ括約筋ユナル毛ノデアヲ亨、我＃ ρ右ノ如P
考向テ 7w-JJ•之戸阪言，、 Ill旅ナイ。ヨノ手術法p特定ナ位置ニアル手術中後壁潰蕩ニ IUli!)}' !it際ニ都合
ノ園4宅ノデア，レ。（池岡）
